
「凸レンズの実像は直接見ることができないのか！」 
「凸レンズの実像は直接見ることはできないのではないですか！」と考えておられる先生が意外に多く

いらっしゃるのに、びっくりした。平成 18 年度「青少年のための科学の祭典」全国大会に、「つかん

でごらん－凸レンズの実像と虚像」を出展していたところ、ある光学関係の企業の方から、「実像」に

対する概念が正しく理解されていなくて困っていると言われた。その後、物理の先生方を対象にした実

験研修会に「つかんでごらん」を持っていったところ、上記のような質問があり、議論がなされ、結局

翌日、豆電球と天眼鏡を使って実験し、納得してもらったということがあった。「凸レンズの実像はス

クリーンに映すと見ることができる」が、「スクリーンに映さないと見ることができない」と誤解され

てしまったのであろうか。その原因として２つの理由があるのではないだろうか。これは「つかんでご

らん」を製品化するに当たって、その取扱説明書に書いてもらったものである。（ケニス 凸レンズの

実像実験器 取り扱い説明書より） 
■ 凸レンズの像の作図 
 凸レンズによる像を作図する場合、特に実像の場合、像を結んだところで、光線を止めてしまってい

る図をよく見る。そこにスクリーンを描けばよいが、そうでなければ図のように、像を結んだ後の光線

も描いておくべきである。そうすれば実像の意味もハッキリするし、前述のような誤解も生まれない。 
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